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港
を
出
港
し
て
か
ら
中
西
部
太
平

洋
の
漁
場
に
お
い
て
、
ソ
ナ
ー
・

魚
群
探
知
機
の
漁
労
機
器
を
利
用

し
た
魚
群
探
索
、
双
眼
鏡
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
目
視
な
ど
の
魚

群
探
索
で
魚
群
を
発
見
し
、
複
数

隻
の
搭
載
船
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
魚
群
を
巻
き
込
む
漁
法
で
、
主

に
カ
ツ
オ
を
対
象
魚
種
と
し
て
操

業
が
行
わ
れ
る
。

　
出
港
に
際
し
、
南
洋
水
産
株
式

会
社
の
藪
田
昌
樹
代
表
取
締
役
社

長
は
「
最
新
鋭
の
設
備
で
、
優
秀

な
船
員
が
集
ま
っ
た
新
船
で
、
世

界
の
船
に
負
け
な
い
漁
獲
を
目
指

し
て
く
だ
さ
い
」
と
安
全
航
海
と

大
漁
を
願
う
エ
ー
ル
を
送
り
、
乗

組
員
の
家
族
や
関
係
者
な
ど
多
く

の
人
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
本

船
は
出
航
し
た
。

　
８
月
４
日
、
澄
み
渡
っ
た
青
空

の
も
と
、
焼
津
港
か
ら
住
吉
漁
業

株
式
会
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ

る
南
洋
水
産
株
式
会
社
の
新
造
海

外
ま
き
網
漁
船
「
第
七
岬
洋
丸
」

（
７
６
０
ト
ン
）
が
大
漁
旗
を
な

び
か
せ
、
中
西
部
太
平
洋
へ
向
け

初
出
航
し
た
。

　
既
存
船
「
第
十
五
岬
洋
丸
」
の

代
替
新
造
船
と
し
て
就
航
し
た
本

船
は
、
７
６
０
ト
ン
の
船
体
を
浮

力
強
化
し
て
安
全
性
を
向
上
し

た
。
ま
た
、
居
住
空
間
お
よ
び
作

業
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
、
洋
上
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
の
拡
充
な

ど
、
居
住
性
・
労
働
環
境
・
作
業

環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と
で
、
後

継
者
確
保
育
成
に
も
力
を
入
れ

た
。

　
海
外
ま
き
網
漁
船
は
、
日
本
の

三崎支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事南洋水産株式会社南洋水産株式会社南洋水産株式会社

第七岬洋丸が出航

最
新
鋭
の
設
備
と
優
秀
な
船
員
の

最
新
鋭
の
設
備
と
優
秀
な
船
員
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
安
全
航
海

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
安
全
航
海

地区大会

●●日 ●●程

地区大会 日　　　時 場　　所（連絡先）

苫小牧地区 9月30日 17時00分～ 北海道地方支部 ☎ 0144-33-3141

室蘭地区 9月25日 17時00分～ 室ガス文化センター ☎ 0143-22-3156

小樽地区 9月24日 17時00分～ 小 樽 事 務 所 ☎ 0134-23-7411

稚内地区 9月25日 20時00分～ 道 北 支 部 ☎ 0162-23-3021

紋別地区 9月24日 13時30分～ 紋別漁業協同組合 ☎ 0162-23-3021

釧路地区 9月25日 15時00分～ 道 東 支 部 ☎ 0154-24-0174

根室地区 9月26日 13時00分～ 根 室 事 務 所 ☎ 0153-24-8811

道南地区 9月26日 17時00分～ 道 南 支 部 ☎ 0138-22-8127

石巻・塩釜 9月26日 13時00分～ 東 北 地 方 支 部 ☎ 0225-23-1424

八戸地区 9月26日 14時00分～ 八 戸 支 部 ☎ 0178-33-3241

気仙沼・岩手 9月26日 13時30分～ 気 仙 沼 支 部 ☎ 0226-22-1509

小名浜地区 9月25日 13時30分～ 小 名 浜 支 部 ☎ 0246-54-2191

関東地区 9月27日 10時00分～ 関 東 地 方 支 部 ☎ 045-451-5580

新潟地区 9月25日 13時30分～ 新 潟 支 部 ☎ 025-247-3276

三崎地区 9月26日 14時00分～ 三 崎 支 部 ☎ 046-882-6555

清水地区 9月27日 18時00分～ 静 岡 支 部 ☎ 054-352-9136

地区大会 日　　　時 場　　所（連絡先）

神戸地区 9月27日 13時30分～ 関 西 地 方 支 部 ☎ 078-331-7541

大阪地区 9月27日 13時30分～ 大 阪 支 部 ☎ 06-6612-4300

名古屋地区 9月25日 14時00分～ 名 古 屋 支 部 ☎ 052-651-5495

北陸地区 9月24日 10時00分～ 北 陸 支 部 ☎ 0776-81-3427

広島地区 9月19日 13時30分～ 中・四国地方支部 ☎ 082-251-7358

尾道地区 9月25日 10時00分～ 尾 道 支 部 ☎ 0848-37-8163

愛媛地区 9月18日 10時30分～ 愛 媛 支 部 ☎ 0898-32-6131

高松地区 9月25日 10時00分～ 高松港旅客ターミナルビル ☎ 087-851-4622

北九州・下関 9月26日 15時00分～ 九州関門地方支部 ☎ 093-331-3600

福岡地区 9月25日 14時00分～ 福 岡 事 務 所 ☎ 092-761-5596

大分地区 9月25日 9時30分～ 佐賀関市民センター ☎ 097-575-2557

長崎地区 9月25日 11時00分～ 長 崎 支 部 ☎ 095-823-7251

鹿児島地区 9月26日 15時00分～ 鹿 児 島 支 部 ☎ 099-253-6605

那覇地区 9月26日 16時00分～ 沖 縄 支 部 ☎ 098-868-1884

石垣地区 9月25日 19時00分～ 石垣市離島ターミナル ☎ 098-868-1884

新造船



2024年（令和６年）９月５日　　（2）第 3063 号 （第３種郵便物認可）

　
８
月
13
日
、
日
向
市
漁
業
協
同

組
合
研
修
室
に
て
、
新
た
に
入
国

し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
技
能
実
習

生
12
人
へ
の
労
働
関
係
法
令
講
習

を
開
催
し
た
。

　
講
習
は
技
能
実
習
生
の
自
己
紹

介
に
始
ま
り
、
鹿
児
島
支
部
執
行

部
が
全
日
本
海
員
組
合
の
活
動

に
つ
い
て
紹
介
を
行
っ
た
後
▽
安

全
衛
生
▽
漁
船
漁
業
技
能
実
習
生

に
係
る
労
働
関
係
法
令
▽
災
害
補

償
▽
船
内
秩
序
な
ど
の
説
明
を
行

い
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
安
全

保
護
具
の
着
用
義
務
に
つ
い
て
共

通
認
識
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、
日
向
灘
を
震
源
と
想
定

し
た
地
震
対
応
や
備
え
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
、
実
習
期
間

中
の
困
っ
た
こ
と
や
相
談
ご
と
は

海
員
組
合
に
連
絡
す
る
よ
う
伝

え
、
病
気
や
怪
我
を
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
と
激
励
し
、
講
習
を

終
了
し
た
。

鹿児島
支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事
漁船漁業技能実習生へ漁船漁業技能実習生へ

労働関係法令講習を労働関係法令講習を
実施実施

　
２
０
２
４
年
７
月
27
日
、
Ｊ
Ｓ

Ｕ‒

Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
（
韓
国
特
別
船
員

組
合
）
交
流
40
周
年
記
念
式
典
が

韓
国・釜
山
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

本
組
合
か
ら
松
浦
満
晴
組
合
長
、

田
中
伸
一
組
合
長
代
行
、
池
谷
義

之
国
際
局
長
ほ
か
国
際
局
職
員
３

人
に
加
え
、
日
韓
交
流
の
礎
を
築

国
籍
商
船
船
員
を
主
体
と
し
た
産

業
別
組
合
で
あ
り
、
自
国
籍
・
外

国
籍
船
舶
約
１
２
０
０
隻
に
乗
り

組
む
船
員
約
６
０
０
０
人
を
組
織

し
、
Ｆ
Ｋ
Ｓ
Ｕ
（
韓
国
船
員
組
合

連
盟
）
の
傘
下
組
合
で
も
あ
る
。

　
今
回
の
式
典
に
は
、
全
日
本

海
員
組
合
の
執
行
部
Ｏ
Ｂ
で

２
０
０
０
年
11
月
か
ら
２
０
０
６

年
11
月
ま
で
の
間
、
政
策
教
宣
局

長
（
現
政
策
局
）、
国
際
汽
船
局

（
現
国
際
局
）
長
を
務
め
ら
れ
た

【
平
山
誠
一
氏
】
が
特
別
来
賓
と

し
て
参
加
し
た
。

　
平
山
誠
一
氏
は
Ｊ
Ｓ
Ｕ
と
Ｋ
Ｓ

Ｓ
Ｕ
の
関
係
樹
立
の
段
階
か
ら
Ｊ

Ｓ
Ｕ
執
行
部
を
引
退
さ
れ
る
ま

で
、
日
韓
労
組
間
で
生
じ
て
い
た

さ
ま
ざ
ま
な
労
働
問
題
の
解
決
に

ご
尽
力
さ
れ
、
日
韓
実
務
者
会
議

の
定
期
開
催
の
創
設
や
人
事
交
流

（
長
期
研
修
制
度
）
の
創
設
な
ど

に
取
り
組
ま
れ
両
国
の
関
係
強
化

に
多
大
な
貢
献
を
頂
い
た
功
労
者

で
も
あ
り
、
今
で
も
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
を

は
じ
め
と
す
る
韓
国
友
誼
組
合
か

ら
同
氏
と
の
再
会
を
望
む
声
は
大

き
く
、
２
０
１
３
年
に
開
催
さ
れ

た
交
流
30
周
年
記
念
式
典
に
も
招

聘
さ
れ
熱
烈
歓
迎
を
受
け
た
経
緯

が
あ
る
。

　
一
方
、
韓
国
側
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
か
ら

い
た
先
駆
者
で
あ
る
平
山
誠
一
元

中
央
執
行
委
員
（
政
策
局
長
・
国

際
局
長
）が
式
典
に
参
加
し
た
。

　
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
（Korea Special 

Seafarers’ Union

）
は
、

１
９
８
１
年
２
月
１
日
に
設
立
さ

れ
た
船
舶
管
理
業
者
の
管
理
船
舶

に
乗
り
組
む
外
航
船
員
お
よ
び
韓

は
、
リ
ー
・
ク
ゥ
ワ
ン
・
チ
ョ
ン

委
員
長
（
Ｊ
Ｓ
Ｕ
研
修
経
験
有
）、

チ
ョ
イ
・
ソ
ン
事
務
局
長
の
他
、

Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
職
員
７
人
、
日
韓
交
流

開
始
の
際
の
委
員
長
で
あ
っ
た
キ

ム
・
ブ
ン
オ
氏
を
は
じ
め
と
す
る

歴
代
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
委
員
長
４
人
、
Ｊ

Ｓ
Ｕ
で
の
派
遣
研
修
経
験
者
４

人
、
Ｆ
Ｋ
Ｓ
Ｕ
（
韓
国
船
員
組
合

連
盟
）
か
ら
委
員
長
の
パ
ク
・
セ

イ
リ
ュ
ウ
氏
（
前
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
委
員

長
、
Ｊ
Ｓ
Ｕ
研
修
経
験
有
）
が
式

典
に
参
列
し
た
。

　
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
と
Ｊ
Ｓ
Ｕ
の
交
流
に

つ
い
て
は
、
１
９
８
３
年
、
日
韓

共
に
抱
え
て
い
た
船
籍
置
換
や
自

国
籍
船
海
外
裸
貸
渡
船
舶
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
と
の
情

報
交
換
や
諸
問
題
の
解
決
を
図
る

た
め
、
平
山
誠
一
氏
を
含
む
本
組

合
の
代
表
団
が
韓
国
を
訪
問
し

た
時
か
ら
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

１
９
８
３
年
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の

間
の
２
０
２
０
年
〜
２
０
２
３
年

の
期
間
を
除
き
、
最
低
で
も
年
２

回
程
度
の
実
務
者
会
議
を
行
い
、

情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
相
互

の
協
力
体
制
を
構
築
し
て
き
た
。

交
流
の
歴
史
を
振
り
返
る
あ
い
さ
つ

　
式
典
に
お
い
て
は
、
松
浦
満
晴

組
合
長
お
よ
び
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
リ
ー
・

ク
ゥ
ワ
ン
・
チ
ョ
ン
委
員
長
の
双

方
か
ら
、
Ｊ
Ｓ
Ｕ
と
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
で

40
年
間
培
っ
た
関
係
を
評
価
す
る

と
と
も
に
、
今
後
、
ま
す
ま
す
の

友
好
と
堅
固
な
協
力
関
係
を
維
持

し
て
い
き
た
い
と
の
趣
旨
で
あ
い

さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
、
平
山
誠
一
氏
に
ス
ピ

ー
チ
の
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
平
山

誠
一
氏
か
ら
は
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
と
の
交

流
当
初
か
ら
の
諸
課
題
へ
の
対
応

や
、
歴
代
Ｋ
Ｓ
Ｓ
Ｕ
委
員
長
・
研

修
生
や
日
韓
通
訳
と
の
文
化
交
流

や
友
情
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
そ
の

ＪＳＵ‒ＫＳＳＵ交流40周年記念式典ＪＳＵ‒ＫＳＳＵ交流40周年記念式典
日韓労組交流40周年式典開催日韓労組交流40周年式典開催

――現役執行部・執行部OBを交え交流の歴史を振り返る現役執行部・執行部OBを交え交流の歴史を振り返る――

キム・スジョー第４期研修生（左）
平山誠一元中央執行委員（右）

同氏は、第４期研修生として日韓交流につとめた

キム・ブンオＫＳＳＵ初代委員長（左）
平山誠一元中央執行委員（右）

あいさつするあいさつするあいさつする
平山誠一元中央執行委員平山誠一元中央執行委員平山誠一元中央執行委員

漁船漁業技能実習生漁船漁業技能実習生漁船漁業技能実習生

交流式典参加者一同交流式典参加者一同交流式典参加者一同

場
を
和
ま
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

旧
知
で
の
懐
古
談
も
弾
ま
せ
和
や

か
な
時
を
過
ご
し
つ
つ
、
将
来
に

向
け
て
の
友
好
関
係
の
深
度
化
に

つ
な
が
っ
た
。

　
先
輩
Ｏ
Ｂ
執
行
部
の
献
身
的
な

活
動
や
国
際
交
流
に
よ
り
受
け
継

が
れ
て
き
た
Ｊ
Ｓ
Ｕ
の
国
際
連
帯

活
動
の
基
盤
を
今
後
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
後
世
に
継
承
す
べ
く
活
動

に
邁
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
国
際
局
）



（3）　　2024年（令和６年）９月５日 第 3063 号（第３種郵便物認可）

　
８
月
20
日
、
第
55
回
船
員
災
害

防
止
北
海
道
大
会
が
開
催
さ
れ
、

今
年
は
５
年
ぶ
り
の
釧
路
開
催
と

な
り
、
地
元
関
係
事
業
者
、
乗
組

員
を
中
心
に
45
人
が
出
席
し
た
。

　
毎
年
こ
の
時
期
は
船
員
災
害
防

止
に
つ
い
て
、
海
運
業
・
水
産
業

の
関
係
者
が
一
丸
と
な
り
、
安
全

と
衛
生
意
識
を
高
め
、
現
場
で
の

事
故
・
災
害
を
減
ら
す
自
主
的
な

取
り
組
み
で
、
安
全
で
安
定
し
た

運
航
・
操
業
を
継
続
し
て
い
く
た

め
、
安
全
衛
生
講
習
会
や
訪
船
指

導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
は
、
船
員
災
害
の
現
状
に

つ
い
て
最
近
の
デ
ー
タ
で
共
通
認

識
を
深
め
、
講
演
「
船
員
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
確
保
と
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
」
を
学
ん
だ
。

　
大
会
の
結
び
は
、
清
水
誠
道
東

支
部
長
が
大
会
宣
言
を
発
表
し
、

満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
、
有
意

義
な
大
会
と
な
っ
た
。

道東支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事
第55回第55回

船員災害防止船員災害防止
北海道大会北海道大会

名古屋
支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事海員スポーツイベント海員スポーツイベント海員スポーツイベント

名古屋支部主催名古屋支部主催

海の日記念ゴルフ大会海の日記念ゴルフ大会

東北
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事支部活動だより支部活動だより支部活動だより

第六十一大林丸／
石巻地区沖合底曳網漁船石巻地区沖合底曳網漁船

組合員大会組合員大会

―
沖
合
底
曳
網
漁
船
―

第
六
十
一
大
林
丸
竣
工

　
８
月
20
日
、
宮
城
県
石
巻
港
に

お
い
て
、
株
式
会
社
真
高
漁
業
が

所
有
す
る
沖
合
底
曳
網
漁
船
「
第

六
十
一
大
林
丸
」
の
竣
工
披
露
が

行
わ
れ
た
。

　
本
船
は
、
水
産
庁
の
「
が
ん
ば

る
漁
業
復
興
支
援
事
業
」
を
活
用

し
て
既
存
船
「
第
三
十
一
大
林
丸
」

の
代
替
船
と
し
て
建
造
さ
れ
た
。

　
竣
工
披
露
に
は
来
賓
と
し
て
齋

藤
正
美
石
巻
市
長
が
参
加
す
る
な

ど
、
多
く
の
人
が
参
加
し
、
乗
組

員
全
員
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
及
川

義
徳
漁
労
長
は
「
漁
労
長
と
な
っ

て
長
く
な
る
が
、
後
継
者
育
成
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
若
者
に

地
場
産
業
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
手
本
と
な
り
た
い
」
と

の
思
い
を
語
っ
た
。
本
船
は
９
月

１
日
か
ら
操
業
を
開
始
す
る
。

令
和
６
年
度
石
巻
地
区
沖
合

底
曳
網
漁
船
組
合
員
大
会

　
７
月
30
日
、
連
日
の
猛
暑
が
続

く
中
、
石
巻
市
水
産
総
合
振
興
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
令
和
６
年
度

石
巻
地
区
沖
合
底
曳
網
漁
船
組
合

員
大
会
」
を
開
催
し
た
。

　
議
長
に
山
﨑
暁
先
任
事
務
職
員

を
選
出
し
、
髙
橋
雅
幸
東
北
地
方

支
部
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
各
種

制
限
が
緩
和
さ
れ
、
４
年
ぶ
り
に

参
加
人
数
を
絞
ら
な
い
形
で
開
催

し
た
。
本
大
会
は
、
休
漁
期
間
と

い
う
限
ら
れ
た
時
間
を
利
用
し
、

海
員
組
合
の
一
年
間
の
活
動
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
次
年
度
の
活

動
お
よ
び
労
働
協
約
改
定
要
求
に

つ
い
て
話
し
合
う
大
変
重
要
な
会

議
。
皆
さ
ま
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご

意
見
を
賜
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
議
事
で
は
令
和
５
年
度
の
活
動

概
要
を
報
告
、
令
和
６
年
度
水
産

部
門
の
活
動
方
針
（
案
）
に
つ
い

て
説
明
し
、
質
疑
応
答
で
理
解
を

深
め
た
。
最
後
に
、
沖
合
底
曳
網

漁
船
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

が
、
課
題
の
解
決
に
向
け
、
現
場

組
合
員
と
執
行
部
で
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

海
員
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　
同
日
の
午
後
、
沖
合
底
曳
網
漁

船
に
乗
船
す
る
組
合
員
を
対
象

に
、
石
巻
市
内
の
プ
レ
ナ
ミ
ヤ
ギ

で
石
巻
地
区
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
、
組
合
員
22
人
が
参
加
し

た
。

　
始
球
式
は
組
合
員
家
族
の
茂
木

永
真
く
ん
が
行
い
、
若
い
組
合
員

同
士
の
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
組

合
員
か
ら
は
、
継
続
し
た
開
催
を

望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
好
評

を
博
し
、
多
く
の
笑
顔
が
見
ら
れ

る
中
、
イ
ベ
ン
ト
を
終
了
し
た
。

　
７
月
11
日
、
名
古
屋
支
部
主

催
、
第
18
回
海
の
日
記
念
ゴ
ル
フ

大
会
を
三
重
県
の
白
山
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
開
催
し
、
現

場
組
合
員
を
は
じ
め
と
す
る
海
事

関
係
者
25
人
が
参
加
し
た
。

　
開
会
式
で
山
原
始
名
古
屋
支
部

長
は
「
け
が
に
十
分
注
意
し
、
親

睦
を
深
め
、
ラ
ウ
ン
ド
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
を
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
大
会
は
、
皆
が

真
剣
に
プ
レ
ー
し
た
結
果
、
優
勝

は
渋
谷
泰
伸
さ
ん
（
瀬
戸
大
橋
総

合
開
発
）、
準
優
勝
は
大
矢
綾
さ

ん
（
グ
リ
ー
ン
海
事
）、
３
位
に

柳
谷
一
輝
さ
ん
（
コ
ス
モ
海
運
）

と
な
っ
た
。

　
表
彰
式
終
了
後
の
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
で
、
太
平
洋
フ
ェ
リ
ー
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
を
山
本
昇
太
郎
さ
ん

（
四
日
市
曳
船
）
が
ゲ
ッ
ト
し
、

参
加
者
は
互
い
に
健
闘
を
た
た
え

親
睦
を
深
め
た
。

新造船

大会宣言を行う清水誠道東支部長大会宣言を行う清水誠道東支部長大会宣言を行う清水誠道東支部長

参加者全員で記念の1枚参加者全員で記念の1枚参加者全員で記念の1枚

あいさつする髙橋雅幸東北地方支部長あいさつする髙橋雅幸東北地方支部長あいさつする髙橋雅幸東北地方支部長

新造船「第六十一大林丸」新造船「第六十一大林丸」新造船「第六十一大林丸」

ボウリング大会で記念撮影ボウリング大会で記念撮影ボウリング大会で記念撮影
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語
り
継
ぐ
戦
争
の

実
相
と
運
動
の
継
続
で

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和

を
実
現
し
よ
う

　
８
月
５
日
、
広
島
市
中
区
の
上

野
学
園
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
被

爆
79
年
連
合
２
０
２
４
平
和
ヒ

ロ
シ
マ
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

１
７
８
０
人
が
参
加
し
た
。

　
集
会
に
先
立
ち
、
平
和
へ
の
祈

り
を
込
め
、
海
員
組
合
か
ら
は
、

中
・
四
国
地
方
支
部
職
員
一
同
が

折
っ
た
千
羽
鶴
を
、
除
補
修
中
・

四
国
地
方
支
部
長
が
献
納
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
参
加
者
全
員

に
よ
り
黙
祷
が
さ
さ
げ
ら
れ
た

後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
連
合
の

芳
野
友
子
会
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
連
合
は
、
若
い
世
代
を
中
心
に
、

戦
争
の
歴
史
や
知
識
、『
語
り
部
』

の
皆
さ
ま
の
思
い
を
継
承
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
。

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
ロ
シ
ア

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
お
け
る
核

兵
器
使
用
を
示
唆
す
る
発
言
や
、

隣
国
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
戦
術
核
を
移

転
す
る
な
ど
、
近
年
、
核
戦
争
の

危
機
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
迫
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年

12
月
開
催
の
核
兵
器
禁
止
条
約
第

２
回
締
約
国
会
議
で
は
、
核
兵
器

の
な
い
世
界
の
実
現
を
め
ざ
す
政

治
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
が
、
日
本

政
府
は
第
１
回
会
議
に
続
い
て
参

加
を
見
送
っ
た
。
日
本
政
府
に

は
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現

に
向
け
、
核
軍
縮
と
核
不
拡
散
の

強
化
に
向
け
た
外
交
努
力
を
粘
り

強
く
続
け
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

核
兵
器
廃
絶
は
決
し
て
核
兵
器
保

有
国
や
被
爆
地
だ
け
の
課
題
で
は

な
く
、
今
を
生
き
る
す
べ
て
の
人

々
が
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
で
あ

る
。
今
回
の
平
和
行
動
を
通
じ

て
、
被
爆
地
広
島
の
核
兵
器
廃
絶

に
対
す
る
強
い
思
い
を
、
職
場
や

地
域
に
持
ち
帰
り
、
運
動
と
し
て

展
開
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平

和
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
決
意
を
示
し
た
。

　
次
に
連
合
広
島
の
大
野
真
人
会

長
が
「
平
和
を
願
う
気
持
ち
は
国

民
の
共
通
認
識
。
た
だ
、
そ
れ
を

行
動
に
移
せ
る
者
は
多
く
な
い
。

今
こ
そ
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
の

恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て
、
力

を
結
集
し
よ
う
」
と
力
強
く
あ
い

さ
つ
し
た
。
続
い
て
広
島
県
原
爆

被
害
者
団
体
協
議
会
の
箕
牧
智
之

理
事
長
か
ら
の
被
爆
体
験
証
言

と
、
高
校
生
平
和
大
使
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
語
ら
れ
た
。
式
典
の

最
後
に
連
合
広
島
の
大
野
会
長
か

ら
、
次
の
平
和
行
動
開
催
地
で
あ

る
連
合
長
崎
・
高
藤
義
弘
会
長
に

「
ピ
ー
ス
フ
ラ
ッ
グ
」
が
リ
レ
ー

さ
れ
閉
会
し
た
。

長崎支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事支部活動だより支部活動だより支部活動だより
「海の日」「海の日」
航海安全・大漁祈願祭／航海安全・大漁祈願祭／
連合２０２４平和ナガサキ集会連合２０２４平和ナガサキ集会

中・四国
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

連合２０２４連合２０２４
平和ヒロシマ集会平和ヒロシマ集会

左から岡本裕二中・四国地方支部副支部長、除補修中・四国地方支部長

芳野友子連合会長のあいさつ芳野友子連合会長のあいさつ芳野友子連合会長のあいさつ

長
崎
港
「海
の
日
」
航
海
安
全
・

大
漁
祈
願
祭
、物
故
船
員
慰
霊
祭

　
肌
を
焦
が
す
夏
空
の
も
と
、
長

崎
市
街
を
眼
下
に
見
る
鎮
西
大
社

諏
訪
神
社
で
７
月
10
日
、
長
崎
港

「
海
の
日
」
航
海
安
全
・
大
漁
祈

願
祭
と
物
故
船
員
慰
霊
祭
が
開
催

さ
れ
、
長
崎
県
内
の
海
事
関
係
者

が
参
加
し
た
。

　
諏
訪
神
社
は
、
漁
業
や
航
海
安

全
を
司
る
「
諏
訪
大
神
」
を
奉
っ

て
い
る
。
長
崎
市
で
も
総
氏
神
様

と
し
て
広
く
市
民
か
ら
信
仰
さ
れ

て
お
り
、
毎
年
10
月
に
は
、
国
指

定
の
重
要
無
形
民
族
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
長
崎
く
ん
ち
奉

納
踊
」
の
舞
台
と
な
り
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　
祈
願
祭
は
宮
司
に
よ
る
祈
祷
か

ら
始
ま
り
、
巫
女
の
神
楽
が
奉
納

さ
れ
、
参
列
者
が
玉
串
を
奉
奠

し
、
航
海
の
安
全
と
大
漁
、
海
運

・
水
産
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を

祈
願
し
た
。
続
い
て
物
故
船
員
慰

霊
祭
を
行
い
、
沖
で
亡
く
な
っ
た

仲
間
た
ち
の
冥
福
を
祈
り
、
海
難

事
故
の
撲
滅
を
強
く
願
っ
た
。

連
合
２
０
２
４

平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会

　
８
月
８
日
、
長
崎
県
立
総
合

体
育
館
で
「
被
爆
79
年
連
合

２
０
２
４
平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
開
会
に
先
立

ち
、
高
籐
義
弘
連
合
長
崎
会
長
か

ら
「
北
朝
鮮
の
核
兵
器
開
発
・
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
攻
が
続
く
な
か
、
わ
た
し
た

ち
は
核
保
有
国
に
対
し
、
核
兵
器

廃
絶
の
思
い
を
伝
え
、
長
崎
と
広

島
で
起
き
た
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ

を
後
世
に
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
続
い
て
主
催
者
を
代
表
し

て
、
芳
野
友
子
連
合
会
長
か
ら
あ

い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
式
典
で
は
悲
惨
な
被
爆
体
験
が

語
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
起

こ
す
核
兵
器
が
存
在
し
て
い
る
以

上
、
世
界
が
平
和
に
な
る
は
ず
が

な
い
。
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
と
核

兵
器
廃
絶
の
必
要
性
を
世
界
に
伝

え
続
け
て
い
き
た
い
と
力
強
く
訴

え
た
。
ま
た
「
ナ
ガ
サ
キ
・
ユ
ー

ス
代
表
団
」
と
「
高
校
生
平
和
大

使
」
か
ら
平
和
活
動
の
紹
介
が
行

わ
れ
、
閉
会
し
た
。

物故船員慰霊祭物故船員慰霊祭物故船員慰霊祭

鎮西大社諏訪神社鎮西大社諏訪神社鎮西大社諏訪神社

平和ナガサキ集会平和ナガサキ集会平和ナガサキ集会

平和祈念像平和祈念像平和祈念像
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